
道南スギの紹介

渡島総合振興局西部森林室普及課 主査（普及推進） 水津 絵利子



１．道南スギの歴史・文化

２．スギの材の特長

３．道南スギの長伐期見本林

４．道南スギの資源・流通

５．道南スギを使う



道南スギとは

・渡島・檜山地方に植えられたスギの総称

・北海道のスギ資源の９９％は道南

・本州から移入



・１７７３年、松前藩により松前町

池の岱にスギが造林された記録

・幕府や松前藩主導でスギ造林

・（１８９０年頃 カラマツや

トドマツの造林始まる）

池の岱の古杉

～

～



・戦後の「拡大造林政策」により、造林面積が

一気に増加

・１９５４年の「洞爺丸台風」により、

風で倒れたトドマツ等が道南にも移入

現在

約３万２千ｈａのスギ林が広がる

～



スギの名前の由来

まっすぐに成長する木「直木（すぐき）」、上へ進み
上る「進木（すすき）」などの説

人々との結びつき
・古くから、建築材や土木材、

工芸品などに幅広く使われる

・信仰の対象
杉玉



トータルバランスに優れた木材

・空気層を多く含む→軽い

・熱を逃しにくい→暖かさをキープ

・湿度を調節→湿気の多い日本にピッタリ

・寸法変化が少ない

・腐朽に強い

・赤い色合い
耐腐朽性小

耐
蟻
性
小

耐腐朽性大

耐
蟻
性
大



設定目的 当地方の長伐期施業の見本（１９９８年設定）

所在地 上磯郡木古内町字釜谷263（120林班36小班）

林齢 １０６年（１９２１年植栽）

小班面積 ２．１２ｈａ

蓄積 １２００㎥/ha

施業履歴 下刈り8回

つる切り・除伐2回

間伐4回

見本林

木古内町役場
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直径と樹高の分布（標準地）

2005

2019

2024

平均直径 ４５ｃｍ
平均樹高 ３０ｍ

平均直径 ４７ｃｍ
平均樹高 ３５ｍ

0.04ha、19本



スギ

24,564ha

35%

トドマツ

28,912ha

42%

カラマツ類

9,689ha

14%

その他

6,042ha

9%

渡島檜山一般民有林樹種別面積

・一般民有林スギ面積 約２万４千ｈａ

・齢級構成は１１～１４齢級に偏る
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渡島檜山一般民有林齢級別人工林スギ面積



函館港から４７，７０５㎥（Ｒ５）のスギ丸太が、

海外（中国、韓国）へ輸出

４７，７０５㎥
Ｒ５素材生産量 約１０万㎥（推計）

渡島・檜山管内
R5原木消費量 約５万7千㎥

製材出荷量 約１万9千㎥



渡島のスギの製材出荷量のうち、

約７割が道外へ移出
４，２１９㎥

９，２２１㎥

Ｒ５製材出荷量１３，４４０㎥

道内での利用拡大が課題

スギ柱角価格
（R5.6）
北海道 60,000円/㎥
全国 70,000円/㎥

※関東市売市場/置場
渡し



松前町立松前中学校改築

・平成２５年８月着工、平成２７年９月完成

・使用木材の半分以上が松前町産スギ材

・松前町有林のスギ人工林から材を搬出

「体育館」内部
小断面集成材

「体育館」外観



しりうち認定こども園建設

・令和３年５月着工、令和４年３月完成

・建物全体で、約３００㎥の知内町産スギ材を使用

・知内町有林のスギ人工林から材を搬出

「遊戯室」
集成材と鋼材を組み合わせた梁

「だんだんホール」
内装に道南スギ羽目板を使用



道南スギ産地形成推進協議会

・昭和５８年設立

・渡島・檜山管内の市町村、森林組合、

林業、木材産業関係団体、

建築・建設業関係団体で構成

・道南スギの普及、利用促進

2024森林（もり）の恵み感謝祭



地域材で家を建てる・道南材の利用促進を考える
会

・平成２０年設立

・渡島・檜山管内の建築設計士、

工務店等関係者で構成

・地材地消のＰＲ、建築材としての

利用拡大
はこだて建築おしごとフェア



道南スギの利用拡大のために…「つなげる」

ご清聴ありがとうございました

道南スギ

ＰＲ 他地域とつなげる

業種間をつなげる仕組みの構築

森林認証 普及活動


